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寺内直子

はじめに

千年以上にわたって、宮廷や社寺の諸議式で行われてきた雅楽は、近代を

迎え、一部の隈ちれた人々だけでなく、広く一般の人々を対象とした普及活

動を試み始めた。その試みは、 20世紀初頭以来、断続的に行われて来たが、

その活動が本格化するのは戦後である G 特に 1970年代以降の雅楽の儀式音

楽から芸徳・鑑賞音楽への脈絡転換は、速度、方法ともに自を見張るものが

あり、それとともに内容にも多様な変化を生じたo 1970年代以降、雅楽の

魅力をより多くの人々に公開する活動の内容には、1)宮内fTが撰定してい

る標準的な古典レパートワーや廃絶出の「復元j研究・演奏の他に、雅楽と

いうジャンノレを越えて 2)西洋芸術音楽との融合、 3) ポップスとの融合、

の三つの大きな流れがある G 最近、社会学やポピュラー吾楽研究では3)の

椀として、元宮内庁楽師の東儀秀樹の活動を事例とした議論が活発化してい

る借金kner2004. Lancashire 2003)。また、美学や西洋音楽史かちのアプ

ローチとしては、武満徹、一柳慧ら、西洋芸術音楽の現代作曲家の雅楽器を

取り上げた作品研究も盛んである (deFerranti; Narasaki 2002)。伝統的雅楽

研究の分野では、雅楽の音律や、楽器論に関する研究には諺大な護み重ねが

あり、どちらかというと、古楽譜や楽書に基づく「復元j研究がこれまで主

流を占めて来た。しかし、それらの「復元J研究は、訴究室の中、あるいは、

論文の中で完結したもので、研究成果が鳴り響く吾として聴衆の耳にとどく

ことは廷とんどなかった。一方、 1966年に開場した冨立劇場は、当初かち

雅楽を金彊の重要なアイテムと位置づけ、伝統的なレパートワーだけでなく、

独自の手法による「復元」演奏会を数多く行って来た。国立劇場の「雅楽公

演」は、 f雅楽」という名が喚起する「悠久の吉典音楽Jr高貴な宮廷音楽j
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といったイメージのかげで、じつは「復元jの名の下;こ、数々む斬新な試み

を行い、現代芸街音楽に多大な貢献をしてきた。つまり、国立製場の雅楽公

演辻、上記1)とのが不可分に結ぼれた創造の場として、今日の日本の雅楽

と現代音楽にとってきわめて重要な役割を演じてきたのである O しかしなが

ら、その成果は、学箭的「復元」研究と、西洋芸術苦楽研究のはざまで、今

まであまり詮自されて来なかった。本論は、菌立劇場の雅楽公譲の分析を通

して、「諒かれるための音楽Jとしての雅楽がここ 40年、どのような軌跡を

たどって来たのかを検証し、雅楽の歴史、および現代自本音楽史の中に位置

づけようとするものであるc

国立劇場の分析に入る前に、近代以堅、雅楽という音楽が、一部の特権階

級の人々の議式音楽から、より広い範冨白人々の鑑賞音楽となっていく「普

遍化jの歴史を簡単にたどっておく O

1. 雅楽の普遍化の社会的背景~近代から戦後にかけて

1-1. 近代

爵知の通り、明治政府は、日本の「近代化J政策の一貫として西洋苦楽の

組織的導入を計った 1が、一方で、在来の日本吾楽を再編、「改良Jし、欧

米諸国の認知を積極的に促すことによって日本音楽の「普遍化Jを目指した

(寺内 2003)。在来の日本音楽の中で、雅楽は、天皇や冨家儀礼と直結し、

西洋吉楽に「対拡しうるj もっとも「高級な」音楽であり、議礼の再編とと

もに邑らも再構築、再編成された〈寺内 1999、塚原 2005)。今日の宮内fT楽

部の前身である雅楽愚は明治 3(1870)年に発足し、護準レパートヲーと統

一楽譜「明治撰定譜J2 の編纂も捨まった。しかし、父祖伝来の雅楽の伝承

を継いだ雅楽の楽人たちは、毘時に、明治 7年から、新しい時代に相誌しい

西洋音楽の受容の最先端をも握うこととなった。つまり、役創立、西洋音楽

に援わると同時に、自らの「伝統jを継承するだけでなく、さらにそれを欧

米に向けて説明、発話していく、という、譲雑で重要な役割を強うことにも

なったのである〈塚原 2001、2004、寺内 200Sa)。つまり、江戸時代までの
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雅楽が、一部の上層階級の人々の題の閉鎖的儀礼の世界で享受されていたの

に対し、明治以降誌、中央集権の頂点に君臨する天皇権威を「国民」に広く

アピー jレする荘厳装置となっていくとともに、西洋世界に向けて、日本音楽

の子洗練Jr高貴さJr高夏な一貫性Jを主張する、あるいは、周知させる代

表アイテムともなっていったのであるc より広い人々への毘知、認識をここ

では「普遍化jと呼んでおく O

雅楽の「普遍化」は、明治前半においては、国家の要請によるもので、主

として、欧米諸冨に日本む伝統を認識させるために行われた三日本園内の、

より広い階層の人々を対象とした雅楽の「普遍化」活動は、それより遅く、

大正初期から昭和の初めにかけて現れ、しかも、富家主導ではなく、雅楽長

承者の信人的努力による活動であった点、に特徴がある。すでに出稿で述べた

ように、雅楽伝承者たち 0) r普遍イヒj は、具体的には、一殺人を対象とした

雅楽愛好団体む設立、公開演奏会、機関誌の発行、学問的研究とその成果の

雑誌、新聞、会報などへの発表、雅楽曲の五線譜化、雅楽畠のオーケストラ

編曲などの形態で実現された(寺内 1999)。

雅楽愛好毘体の設立

一般人を対象とした雅楽愛好面体の設立で特筆すべきは、雅楽普及会と雅

楽同志協会であるO 雅楽普及会辻、宮内省の楽入、東儀民田郎 (1876・1932)4

によって昭和 5年iこ設立された。一殻人に雅楽の実技講習を行うとともに、

雑誌「雅楽』を発行した。また、近衛亘麿 (1900-1932)培、世襲的な楽家

の出身ではない 5が、雅楽の研究と普及に挽年を捧げた。はじめ雅楽普及会

に参加したが、昭和 6年に独立し、雅楽毘志協会を設立した。雅楽同志協会

は、一般人を対象とした雅楽の実技講習を行うとともに、月一回、演奏会を

行った。演奏会では、廃絶楽器を用いた編成や女性の舞楽など、実験的な試

みも熱心に行われた。これより先に、大正 5(1916)年には、大原重明

CI 883-1961)ちによって部曲会が興された。この会は、和歌披講など、主と

して歌ものを中心に講習する活動を行った 60 なお、部由会、雅楽普及会は、
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それぞれ、大正天皇の大典記念行事(大正4年二 1915年入昭和天皇の大典

記念行事(昭和 3= 1928年)を契機として組織されていることは注目され

るO つまり、富家あるいは皇室む行事が盛大に行われ、社会的に注目された

時期に、そこで使われる音楽の一般への説明や普及のために、こむような毘

体が設立されているのである O 社会からの「知りたいj という要求と、楽人

側の「広めたいJという希望の一致の産物であった、と言える 70

活字による紹介と研究

一殻人を対象とした雅楽の普及のもう一つの形態は、雑誌、新関などの活

字メディアを利用するものであった。もっとも簡単なものは、雅楽関係の嬉

しもの情報、議式、楽曲の簡単な解説であったが、より専門的な解説や誹究

的論文も多数場載された。日本ではじめて発刊された音楽関係の雑誌は、そ

の名も F苦楽雑誌Jである〈明治 23'""'31年〉。続いて、 F音楽新報J(明治

37----41年)、 f音楽界Jl(明治 41'"'"大正 23年)、昭和になると、さらに『月

刊楽譜J(明治45'"'"昭和 16年)、『音楽世界Jl(昭和 4，-...16)、『フィルハーモ

ニ-Jl (昭和 3'"'")など、雑誌の数も増えていく O そのような音楽雑誌に、

明治から大正にかけて多くの寄稿をしたのが、東儀議笛 CI869 '"'" 1925) 8で

あった。銭笛辻、簡{更な楽曲解説か品、かなり専門的な音楽理論など多才な

論を震関している O その他の雅楽の楽人も折にふれ、さまざまな寄稿を行っ

ている O また、前述の近衛直震も、昭和初期、雅楽同志協会の活動理念や、

みずからの研究結果を盛んに発表した(寺内 1999)。

五線譜への採譜

さらに、雅楽普及の形態として興味深いものに、五線譜がある O 明治 10

年代から、日本の音楽を西洋の五線譜で記述する試みは、析にふれ行われて

きた 90 これは、諸外国に日本の音楽の音階や旋律の特徴を説明すると再特

に、西洋の記譜f本系に遺15させることが可能であることを示すことによって、

巨本吾楽が西洋音楽とは異なるが、高震で一貫したシステムを持った音楽で



に
U

に
d

あることを註明しようとする戦略的な意味を持っていた。日本音楽の採請が

大量に、本格的に行われたのは、明治 40(1907)年に東京吾楽学校内に設

量された邦楽調査掛の採譜イ乍業においてである O 今日、東京芸街大学階属国

書館に現存する資料によると、採譜辻、平昌、雅楽、三味線吾楽各種(河東、

外記、清元、常磐津、富本、一中、半太夫、長自民、薗八、荻江)、筆曲、謡

出、民謡など多岐にわたっている。雅楽の採譜は、大正5年から始まり、昭

和2年まで続いた。現存する邦楽調査掛の雅楽採譜は、採譜の原則をたて、

韓綾に音を記述しており、当時の雅楽のプレージングなどを知る上で、たい

へん貴重な資料となっている(寺内 2000.2001. 2002)。その他、昭和のは

じめには、前述の近衛童麿が、藷楽、高麗楽、桂馬楽の 20曲あまちを同じ

く五線譜化し、さちにそれをもとに数曲をオーケストラ編畠した(寺再1999)。

音楽学者の兼常清佐 (1885・1957) も佐罵楽を五線譜にし、出張した(兼常、

辻 1930)。雅楽の五線譜化は、その後も何人かの楽人によって個人的に行わ

れた。大部のものとしては、山井基清による催馬楽と風俗の復元五線譜(山

井 1961、1966)、芝祐泰による五線譜による雅楽総譜 (1955-1972)のシワー

ズがある O

ところで、ここで注意しなければならないのは、兼常のものを除き、近衛、

出井、芝の五線譜はその当時行われていた伝承の忠実な採譜ではない、とい

う点である。それらの採譜には、採譜者の震史的、理論的研究から導かれた

「研究成果j、あるいは、「あるべき姿jが盛り込まれている 100 Iあるべき姿j

を復興しようとする営みは、一見、ネガティヴな壊吉趣味のように思われが

ちであるが、実は、そこには、「復古」の名のもとに「現在Jと辻異なる

「新しい試み」を許容する隠れた創造の場が提供されている O 戦後、特に、

国立劇場などの企画で盛んになる「復元Jという名の「創造」の萌芽は、す

でに戦前の近衛や出井の活動の中iこ見ることができる O

1・2. 戦後の雅楽の「普遍化」

戦後、日本の社会は大きく変容したが、皇室が存続したことによって、雅
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楽の「宮廷音楽Jとしての脈絡はいまだに保たれている。つまり、建楽辻、

今日なお、皇室の犠礼に関連したもっとも「高貴で洗練されたj音楽であり

続けている O この脈絡を濃草に引きずりながら、 1960年代の雅楽の「普遍

化j 辻、一殺にはあまり「知られていないJ、宮中の奥深くで行われている

idSりがたいJ苦楽を公開するという意味が強かった。しかし、それ以降は

次第に、宮廷の脹絡を維持しつつも、一方でそれを離れ、世界音楽の脈絡に

おけるま藍賞芸術としての魅力を追求する薪たな探絡を獲得して行く O

雅楽の音源をより多くの人々に提供する手段む一つは、戦前と同じく、公

開演奏会であるが、吾響技術の進歩とともに、戦後はさらにレコード、 CD

などの議音物が大きな役割を果たすことになる。こうした、公開演奏会やレ

コード録音を行うために、宮内庁の楽人が中心となって設立された団体が雅

楽紫絃会 (1957---1978)である。また、 70年代に宮内庁の楽人と、雅楽を

演奏する機会が多い神社や寺読関係者が十二音会 (1977---)を興し、東京で

質の高い演奏会を行っているG 雅楽紫絃会は、宮内庁の楽人が、私的演奏会

や録音など、公務以外の活動を行う時iこ名乗る、実質的には宮内庁の楽人と

ほぼ重なる面体である O 雅楽紫絃会が 1961年に録吾したレコード『雅楽大

系i辻、宮内手で伝承しているレパートリーを、はじめて体系的に録音した

大部のレコードで、現在となってはすでに約二世代前の潰奏スタイルを聴く

ことができる貴重な録音である O 最近、 CDとして復刻された(ピクター伝

統文化振興財毘、 2002、芝祐靖監修〉。さらに 1978年には東京楽所、 1985年

には伶楽舎が設立された。この二者が、それ以前の雅楽紫絃会などと異なる

最大の点は、講成員にいわゆる楽家の出身者でiまない若い世代のプロの雅楽

演奏家を多く含む点である。東京楽所誌雅楽紫絃会が発展的に解語した冨体

として、いまなお、現役の宮内庁の楽部が多く関わっているが、命楽舎は音

楽監督の芝祐靖 (1935---)1l以外はすべて楽家出身ではないc 東京楽所と伶

楽舎は、国立劇場などの演奏会に出演するとともに、 80年代以降、 CDを数

多く録音している O 前者の方が、古典に重点を量いた選曲が多く、後者は、

古典以外に、「復元」雅楽、新作雅楽作品も多く手がけている O
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こうした若手の非楽家出身者がプロの演奏家として育ってきた背景には、

東京の例で言えば、小野雅楽会 12 (1887年~入日本雅楽会 13 (1962年--)

などの民間の雅楽教習所と、国立音楽大学、東京雲祷大学での雅楽の実技ク

ラスの実積や雅楽研究の進展がある O たとえば、伶楽舎の場合、国立吾楽大

学や東京萎続大学で雅楽の実技を勉強した作曲家、楽理科、邦楽科の学生が、

大学内の授業だけでは飽き足らず、小野雅楽会や日本雅楽会に通い、あるい

は、宮内庁の楽師iこ恒人レッスンを受けるなどして研鑓を覆み、伶楽舎のメ

ンバーとなる、といったケースが多い。芝は、 70年代後半から、国立音楽

大学、東京萎街大学両方で雅楽の実技クラスの指導を行い、今日活躍する有

能な若手雅楽演奏家の発掘と育成に多大な貢献をしている。

一方、言葉や文字の領域においても、戦後、雅楽の「普遍化jは進んだ。

前掲のレコード f雅楽大系』など音盤の解説や、平元本土む「日本の吉典芸能」

シリーズの F雅楽Jl(芸能史研究会 1970)などは、現行の吉典レパートリー

や雅楽の噴習を、本格的、体系的iこ解説しようとするものである。さらに、

研究を専門的に深化させ、失われた伝承の復元研究に取り組んで多大な成果

をあげたのが林謙三(1898-1976)であるく林 1964、1973、東洋音楽学会

1969)。林以蜂今日 iこ至るまで、数としてはあまり多くないが、すぐれた雅

楽研究者が輩出し、質の高い成果が着実に蓄積されている。しかし残念なが

ら、これちの学術的な成果が実際の、演奏活動と結びっくことは、現在のとこ

ろあまりない九この背景には、「復元j をめぐる研究者と譲奏家の認識の

違いが大きな要国としてある。

1960年代から 70年代にかけて、一気に加速した雅楽の「復元j研究は、

その後、世代を重ねるにつれ、史料批判と分析の方法論的厳密性に対する意

識が一層高まった。雅楽には、たいへん吉くから楽譜が存在するが、その記

譜法は高更に抽象化された記号によって構成されている。書かれていない演

奏慣習や技法は、いったん途絶えてしまうと、楽譜から類推することがきわ

めて困難である O したがって、史料から導かれるデータのみに厳密にこだわ

ると、ほとんど捷律の骨格しか得られず、実際の演奏会で「聴いて魅力ある
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音楽Jとすることは誌なはだ難しい。一方、次項で述べる国立劇場の一連の

「複元演奏会Jは、学界鶴からは、科学的でないという批判を受けて来た。

しかし、本稿では、「復元」を、過去の{云承の「厳密な再現Jではなく、現

代おける「過去の最解釈j という脈絡、さらに言えば、「復古」という名の

もとの「新しい創造Jと位置づけ、雅楽の歴史の中での評価を試みる O

2. 国立劇場の雅楽関連公演~雅楽の「復元」と現代音業との協鶴

作業

1966年iこ開場した国立援場は、雅楽をその公演の重要なジャンルと位置

づけた。その泣置づけは現在も変わちないが、内容は時代によって微妙に変

化している O 本論では、便宜上、国立製場で上演された雅楽を、 a)r古典雅

楽J 宮内庁の「明治撲定譜」に撰定されている楽曲、または、それに準じ

るもの、 b)r護元雅楽J 奈長時代、平安時代、中国の古譜から「復元」さ

れた楽曲、 c)r現代雅楽J 雅楽器を捷用して新たに作曲された作品、に分

類し、冨立劇場の額向を探っていく C 国立劇場の雅楽関係の企画辻、プロデュー

サーの木戸敏郎 (1930-)15 の意向が強く反映されている O なお、以下の記

述は、国立劇場が編集した F国立劇場 20年のあゆみ.n(国立劇場 1986)、

『国立劇場 30年の公演記録.n(冨立劇場調査養成部構報システム室 1996)、

および、各公演のパンフレットに拠っている O

a) r古典雅楽J:宮内庁の f明治撰定譜j に撰定されている楽曲

表 lは、冨立劇場む「雅楽公漬j の一覧表であるo 1960年代における雅

楽の譲奏会は、一般の人にとってはまだまだ珍しいものだった。その中で、

国立劇場がほぼ定期的に擢す雅楽公演は、雅楽の「普及」に大きな役割を担っ

たことは間違いない。まず、 1966年の国立説場開場か色 1969年の雅楽公演

第 7呂までは、いずれも、「明治撰定譜」に撰定されている古興作品で、演

奏も「宮内庁楽部J0)演奏で忘る O その後も第 18固までは古典のレパート

ワーを中心とした、いわば「古典時代」で¥プログラムは、謁子Jjlj(第 1、
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4、6、7回〉、舞楽と管絃のフレーズの違い〈第 10回〉、走舞と平舞〈第 11、

13回入拍子やワズムパターン(第 14、16@1)などに着目したテーマを設

定して、毎回異なる趣向を凝らし、観客を抱きさせない工夫を施している O

第 8回は、大阪の四天王寺雅亮会の演奏であるが、基本的に四天王寺聖霊会

に用いる吉典レパートワーを演奏している。その後、古典レパートリーは、

「復元」曲、現代曲が登場するコンサートでも、必ずその一部に組み入れち

れ、今日 iこ至っている。

雅楽公漬は、第 37@1 (1985年 10月〉と第 38回 (1994年 2月〉の聞には

9年のブランクがあるが、この問、復元された雅楽器を用いた「復元」曲、

創作曲は、「吾楽公撞Jとして年二回のペースで上譲されているo 1994年に

f雅楽公演jが再開されて以韓は、創作・「復元j曲を含む演奏会と、古典

むみで構成されている演奏会が半々の割合になる G また、 2002年以降は、

吉典レパートリーのみの演奏会の割合が多くなり、近年は「古典呂婦」の額

向が強まっている(後述〉。

b) r復元雅楽J 奈良時代、平安詩代の古語から「復元jされた楽畠

一方、 1975年、雅楽公演第 19回は「大曲と稀曲の再興j と銘打って、普

段ほとんど演じちれない、または、廃絶した上演方法や楽畠の「復元」をiま

じめて前車に押し出した演奏会となった。演じられた出辻、く蘇合香ー具〉

とく河南浦〉である〈演奏:宮内庁楽部)0 <蘇合香一真〉は「明治撰定譜j

iこ撰定されている楽曲であるが、一具として全楽章が通して演奏されること

は稀であるO 一方く汚南浦〉は「明治撰定譜」に含まれておらず、この時も、

故実や古楽譜をもとにあらたに「再興した」という O 音楽は、各楽家に所伝

む楽譜をもとに芝祐靖ちが「復元」、舞は東議和太郊が「復元」したという

〈国立劇場 1975:5)。国立劇場が、本格的iこ「復元Jに乗り出すのは、その

2年後、 1977年、第 21回公演のく盤渉参軍序〉の「復元j演奏会からであ

る(演奏:雅楽紫絃会)0I復元j は芝祐靖が担当したが、その後の菌立劇場

の演奏会における古楽譜からの楽曲「復元」は、プロデューサーの木戸敏郎
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と組んで、ほとんど芝が行うことと詰ったc

さて、このく盤渉参軍〉は平安時代の貴族で雅楽の名手・源博雅の編んだ

『新撰楽譜〈通称、長秋癖筈譜、博雅笛譜とも)J(966)をもとに f復元」し

たものである o 1979年、雅楽公演第 25回では、く盤渉参軍〉破、急も「復

元j された。芝による F新撰楽譜jからの「復元」は、この他、く曹娘空軍脱〉

(1981年雅楽公演 29回初譲)、く獅子・狛犬> <鳥歌葉歳楽>(1982年、雅楽

公漬第 32自〉がある。また、芝は F新撰楽譜』だけでなく、「敦士皇琵琶譜J

の諸曲 (1982年、雅楽公演第 31国入『天平琵琶譜』く番暇崇>(1983年、音

楽公濠 2自)、 F壊中譜jからく獅子〉 く狛犬〉の諸曲も「復元」している

(1978年、雅楽公演第 24呂)。なお、これらの楽曲が、本格的に中国から伝

わった旋法 16理論に基づいて再構成されたのは、雅楽公漬第 2ヲ田く曹娘樟

説〉からでるる O 木戸はこれについて、「今回は推定される平安初期の楽制

改革以前の楽理に準拠して同譜〈長秋横笛譜=薪援楽譜むこと。引用者注〉

よち復曲した曹娘揮説を前記の楽器群〈復元楽器のこと O 引用者注〉によっ

て演奏する」と述べている〈国立製場 1981:14)。また、 1995年の雅楽公演

第羽田では、平安時代や中世の古記録をもとに、「穀上宴酔J17 の歌や舞、

2000年の第 48@J公漬では、擢馬楽く走井〉、今様〈霊山御出〉など、宮廷

で行われた声楽曲の f復元Jも芝によって試みられている O

「復元」ははじめのうち、現在の雅楽器を男いて行われていたが、 1981

年雅楽公演第盟国かちは、正倉院楽器を「復元したJ古代楽器〈後述)を

用いるようになり、旋法の「復元j とともに、現代では失われた多様な楽器

の響きを創出している O この年、 iまじめて、「怜楽j という語も使い始めて

いる。「怜楽Jとは古代中国の長説上の音楽家「伶倫Jが行った楽の意で、

実糞的には雅楽のことを指す。しかし、木戸は、国立劇場の企画において、

古典雅楽とむしろ異なり、古代の音律に抜拠し、正倉設楽器等古代楽器の

「復元J品を用いて演奏される音楽を、新たに「伶楽j と名付け、このカテ

ゴリーを fi云統音楽の現代への適誌に挑戦するJ苦楽〈冨立劇場 1981:14)

と位置づけている O 木戸はその後、 f雅楽公演jではなく、「苦楽公演」とい
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う全面カテゴリー〈表2)の中で、 6匝ほど、「伶楽Jを冠した演奏会を金面

している。木戸の意図は、次のように「怜楽J公演の副題にも端的に現れて

いる O

1985年第 3呂「伶楽古代楽器の復元と演奏伝統音楽の新しい試み」

1986年第4自「復元された古代楽器の演奏歴史のない伝統」

1987年第 6田「伶楽古代楽器の復元と演奏新しい音の発掘」

1988年第 8田「伶楽復元された古代楽器の演奏"いま"暁Eを眺望してJ

1989年第1O@]r伶楽復元された古代楽器の演奏」

1993年第17回「捨楽復元した古代楽器の演奏建る中国出土と正倉院

の楽器」

内容辻、いずれも、「復元」楽器を屠いた「復元」雅楽、もしくは現代作畠

家の新作雅楽を中心とした構成である(後述〉。もちろん、「伶楽」というタ

イトノレがなくとも、「復元」楽器を用いた雅楽もしくは現代音楽の演奏会は

他にもあり、 ljljの「音曲公演j というカテゴリーでも、雅楽関孫の金画が数

回行われている〈表 3)。

「伶楽j と毘じく、木戸が独特の意味で患いているのが、「舞楽法会Jと

いうことばである O 舞楽法会は本来、寺院で行われる、舞楽を潤いた法会を

指す。思立劇場iこおいては櫓侶による声明の、譲唱を含み、仏教的宇宙観をテー

マとした法会(あるいは疑似法会)の舞合構造、進行による演奏会を「舞楽

法会」としている O 国立豪Ij場には、雅楽公演、音楽公演とは関に、「声明公

演j というカテゴリーがあり、こちら辻、例えば、東大寺修二会、醍醐寺仁

王会など、普段寺院で行われている儀式そのものの再演を中心としている九

舞楽法会は、初期には、法要そのものに古典雅楽の譲奏を加えたものであっ

た (1976年、雅楽公演第 20回、 1978年雅楽公演第 24回)が、 1980---85年

の舞楽法会は、声明と、古典雅楽、「復元」雅楽、現代雅楽のいくつかを組

み合わせた野心的な構成になっているc そこでは、声明は、宗教歌謡という

よりは、「声j による芸術表象としての新しい可能性を展開しているc これ

について木戸辻、「アジア大陸の各地の楽器や唄を賛を王手くした麿代文化の
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もとで集成した音楽の子孫一雅楽と声明J(冨立劇場 1985:17) と語ってい

て、雅楽と同議、声明む現代社会への芸術音楽としての適応を試みる姿勢を

示している O

さて、楽器の「復元」も国立劇場の重要な活動の一つであるG 楽器の復元

は、各部分のデータや、遺品そのものが残存していれば、音楽の「復元Jに

比べると「復元Jしやすいと錯覚しがちであるが、たとえば、磁鼓嗣を填く

場合の温度や、絃の綿棒への冨定の仕方、張力む調整など、実諜にはわから

ないことが多く、気の遠くなるような実験の繰り返しから、ょうやく楽器が

出来上がって行く I九つまり、そこには、製作者の「解釈」が想像以上iこ反

映されるのである C 思立劇場の楽器「復元j は正倉院の遺品に基づくものが

もっとも多いが、その砲に法墜寺、その他の寺社所蔵の吉楽器の遺品、日本

や中冨の考古学的出土品をもとに「復元」されたものもある O また、廃絶楽

器ではなく、今なおアジア大窪で使われている民族楽器や、仏教楽器をもと

に製作されたものもある O

これらの楽器は、「復元j されるとすぐに演奏会で披露されている(表心。

「復元Jされた楽器は、 く曹娘空軍説〉のような古楽語からの「復元j雅楽に

用いられたが、すぐに、現代作畠家の委嘱作品で「現代音楽j として新しい

息吹を吹き込まれて行った。これについて木戸は「国立劇場が続けている一

連の古代楽器の復元と漬奏は、イ云統楽器につきまとう壁史的制約から超越し

て、楽器が誕生した原点に立ちかえり、古代楽器の構造に則して伝統を解釈

しなおしてゆく音楽運動である」と述べている(国立製場 1989:あとがき)。

「復元」楽器のための委嘱作品は、次項で述べるように、昭和 56(1981)年

の雅楽公演第 31回かち平成 11(1999)年の音楽公演第 21回まで活発に続

き、雅楽と日本の現代音楽の壁史に重要な 1シーンを築いた九

c) [""現代雅楽J 雅楽器を使吊して新たに作曲された作品

冨立劇場の雅楽公演に、 f明治撰定譜」の古典レパートリーでない雅楽曲が

霊場するのは、 1970年、雅楽公譲第 9因む黛敏部 (1929-1997)作曲く昭和
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天平楽>(演奏:宮内庁楽部〉が初めてで、実は、「護元j雅楽の登場より早

い九続いて、 1973年の雅楽公演第百回で、武満識のく秋定歌〉が登場す

る〈演奏:宮内庁楽部)0 こり菌は、国立劇場でもその後、何回か再演され

た九楽曲としてもく秋定歌〉をコアに、そり他の楽章が追加作曲され、第

26自の時かち、 6楽章からなるく秋庭歌一具〉となっている九委嘱は外国

人作曲家にもおよび、 1977年、雅楽公演第 22回ではシュトックハウゼ、ン

Karlheinz StockhausenのくLICHT)、1983年、雅楽公演第 34@]で、はエロア

Jean-Claude Eloirのく観想の熔の方へ A l'approche de feu meditant.....>な

ども登場した。冨立劇場む委嘱ではないが、ケージ Jo加 Cageのく龍安寺〉

くRenga)(伶楽坂)なども演奏されている O

さて、 1980年、雅楽公演第 28自で初演されたー梯慧く往還楽〉までは、

漬奏に通常の雅楽器を用いている O しかし、 1981年、雅楽公漬第 29回の

「復元」雅楽く曹娘撞脱〉で初めて「復元J楽器が捷用されて以後、現代委

嘱作品でも「復元J楽器が使買されていく o I使用されるj というよりは、

正確には、「復元楽器のための」作品を国立劇場が依頼する、という表現が

正しい。つまり、楽器の「復元jが成ると、作曲家に作品を委嘱し、公演で

演奏するのである O その過程は、前揚、表4に示した通りである C 平成に入っ

てからは、正倉院だけでなく、日本や中国の考古学遺物の「復元j も行って

いる O これについて木戸は興味深い発言をしている o I私はシルクロードと

いう言葉が好きでない。この言葉iこは懐古趣味と異国情緒が入り交じって、

甘い郷愁をさそい、人々を抱酔させる O ・・中略・・陶酔は、冷ややかに、

吾そのものを凝視する叡智を麻庫させる。弘の古代楽器の復元は、風信的な、

また歴史的な興味ではない。改良された現代の楽器の脆弱な音ではなく、手

垢のつかない野性的な音を求めて、まず音を出す道具である楽器について、

原種、あるいはそれに近いものを慕って、古代楽器の復元にとり組んだ。こ

れは天平の響きではない。古代のコンセプト通りに復元された、古代楽器の

音である。J(国立劇場 1988:あとがき)この文章だけでは意味がわかりにく

い部分もあるが、いわゆる、入口に捨笑しているシルクロードのプロトタイ
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プなイメージを脱講築し、もう一度、素朴で野'性的立楽器というモノそのも

のからどんな音が生まれてくるのかを検証したい、という意欲が伝わってく

る。正倉院楽器のあとに、日本の弥生時代のコトや、中国の馬王堆王墓、曽

侯乙墓の発掘品にまで行き着いたのは、そうした木戸の患いからすると、あ

る意味で当然の帰結なむかもしれない。

委嘱作品辻、「復元jされた楽器の音がよく関こえるように、基本的に小

編成の合奏であることが多い。表4は、「復元Jされた楽器の初漬時の演奏

会のみを掲載しているが、その後、同じ楽器が別の作詰家の作品で用いられ

ることもあり、また、同じ楽由が数年を経て、改訂・再議されるここともあ

る九ここに挙げた以外に、菌立劇場は雅楽器を用いた作品をさまざまな現

代西洋音楽の作曲家に依頼しておりへ結果的iこ、若手現代作曲家にとって

は，登童門のような趣さえ呈している九国立劇場む委嘱作品の楽譜集 (CD

付き〉は近年シリーズとして出版されている 27 (日本芸橋文化振興会1999""')。

まとめにかえて

以上、国立製場の雅楽関係の公演の特質を、実際に上漬された舞台の内容

と木戸の言説〈フ。ログラムノート)を中心に観察してきた。それをまとめる

と、密 1のようになろう G まず、古典レパートリーから出発し、次第に、現

在は{云承が途絶えた奈良、平安時代の旋律の「復元J，こ取り組んで行く O そ

れも初めは現行の雅楽器で演奏していたが、正倉院楽器の「復元jが進むに

つれ、次第に「復元楽器Jを用いた「復元雅楽」になっていく O 一方、それ

と平行して現代作曲家に雅楽器を使用した作品を委嘱しはじめるが、その委

嘱もさらに、「復元」楽器を用いた作品の委嘱となっていく。

このような新しい雅楽器の魅力を追求する作業に、木戸は、「復元j とい

う擁念を持ち出して、いったん過去に立ち返ると晃せて、実は、「伝統」を

リセットする仕掛けとして用いた。木戸にとっては、じつは、「復元Jとは、

時間的な流れとして過去を希求する作業で誌なく、時関を超越した入閣の根

源や宇富観iこ結びついた音響世界を立ち上らせることではあるまいか。その
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ための依り代のようなものが、「複元j吉代楽器であったりではないだろう

か。古典かち「復元jへ、さちに、正倉読楽器から考古学的遺物へという、

一連の取り組みの流れを見ると、とりわけ木戸が退職する前の数年間にそり

ような額向が強まっているように思われる O

図 1 国立劇場の雅楽作品の類型

a)古典雅楽 b)奈良・平安の「復元j雅楽 の現代雅戸

現行楽器

正倉読 芝祐靖

「復元」楽器

ー

ー.

考古学的

一一一一一一→・ー
「復元j楽器

現代作曲家

「復元」された古代楽器は、しかし、じつは諸刃の刃でもある。生まれた

ばかりお楽器は、演奏法が成熟していない。古代楽器を用いた現代雅楽辻、

響きは野性的で、新鮮であるかもしれないが、旋律の面白さや、複数楽器の組

み合わせによるテクスチュアや作品全体の構造が必ずしも練り上げられて、

具わっているとは言えない。響きだけの作品は、単純で飽きられやすいやす

いc 一部の曲を除いて、古代楽器のための新作雅楽の再演が難しいことがそ

れを物語っている G

木戸が強調した、雅楽を f伝統から解き放つJ作業の真揺は、じつは if云

続」つまり、現在の古典雅楽を深く知っている者こそ理解可能だ、とも言え

るG 古典雅楽iこ習熟したものが、古代楽器のサウンド、現代作品の面白さを

感じることができるのであるc その意味では、冨立劇場が、演奏会レベルで

は、誌とんどの場合、古典レパートリーと、[復元」または新作を組み合わ

せているのは賢明である O 聴衆に古典と新作、再方を聴く機会を提供してい

るのである C
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木戸が退職した1996年以降、冨立劇場の雅楽漬奏会のレパートワー、使

用楽器の種類は、ともに f伝統に回帰するj額向にある。現代曲の委嘱は、

この 10年で、吉松墜 (1997)、藤家渓子 (1999)、菅野由弘 (2003)、東野珠

実 (2003)などの数出で、いずれも伝統的楽器を使用している(表 1)。一

方、廃絶曲や、廃絶した演出(演奏作法)の「復元jも、第 48田雅楽公演

(2000)く走井〉く霊山御山>I敦士皇琵琶譜ム第百回雅楽公演 (2003)のく市雫

輪説〉、第 60回雅楽公演 (2006)のく太食謂入謂>(笠)、〈荒序> (笛〉、く啄

木>(琵琶)、く二星〉、く秋思楽〉、 く鳥歌真歳楽〉なと、で、その数は減ったが、

過去の復元作業の積み重ねによって得られた成果が、演奏に着実に反映され

ているように見受けられる O そこには、「よみがえる古代楽器Jといった巨

を引くキャッチコピーや、最先端の表代作曲技法はないが、現在使用してい

る雅楽器の可能性を、麗絶由や廃絶した漬奏慣習というコンテクストの中で、

もう一度見つめ直し、あらたな魅力を引き出す事に成功している O また、第

60自公演では、 く太食調入謂〉以下の「復元jが、芝祐培だけでなく、譲数

の若手研究者や演奏家の手によるものであったことも詮目される 250

1990年代以降、古典雅楽のCDだけでもおから 30種類発売され、また、

本論では触れる余裕がなかったが、ポップスとの融合、マスコミへの進出を

果たした東議秀樹の活動などによって、雅楽はいまだかつてないレベルで一

般の人々に浸透しつつある。古典レパートリーを維持しながら、一方で、「復

元」と新作を巧みに組み合わせて、多くの若手雅楽演奏家と作曲家に創造と

鍛錬む場を提保して来た国立顔場。今後、どのような方向に進むのか、引き

続き注目して行きたい。
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表 1 雅楽公演一覧
a=古典雅楽， b= r復元」雅楽， c=現代雅楽， s=声明/・iま毘立劇場委嘱初演

公漬タイトル E 年月毘 内蓉1 内容2 楽器 演奏者

管絃双調と平調 1966/11/7 a 双調講子、蓑出、春庭楽、語 宮内庁業部
欽語破、書急、東岸、武徳楽、
平調調子、静勢海、甘州、越
天楽、紅葉、鶏籍

舞楽 2 1967/311 a 振鉾、春鷺構、龍徳楽、長重子 宮内庁楽部

舞楽 3 1967110/29 a 菖秋楽、抜頭、皇仁庭 宮内庁楽部

管絃壱越謁，黄鐘謁 ヰ 1968/3/13 a 謂子、通稜頻破、急、鵠飲酒 宮内庁楽部
硬、東岸、語胡子、語子、喜
春楽破、海青楽、越天楽、茜
王楽被、千秋楽

舞楽 5 1968.10.29-30Ia 五常楽一具、長保楽、蘇莫者、 宮内庁楽部
太平楽

管絃盤接調と太食調 6 1969/1118 a 蘇合急、輪台、越天楽、蘇莫者 宮内庁楽部
破、剣気揮説、朝小子、額盃楽
急、合歓塩、暁陵王、輪鼓撞説

管絃渡物 7 1969/5/1 a 賀穀急、損飲酒披、武鑑楽、 宮内庁楽部
越天楽、青海波、千秋楽

舞楽四天王寺聖霊会 8 1969110/29 a 掻鉾、蘇利吉、十天楽、{山遊 雅亮会、四
霞、進接接、胡蝶、採桑老、 天王寺
太平楽、

雅楽 9 1970110/31 a， c 黛敏郎「語手口天平楽J・、還 現行 宮内庁楽部
域楽、蘇志寧初

管絃管絃立と舞楽立 10 1971/2/27 s 合歓塩、還域楽、抜頭、長慶 宮内庁楽部
子、太平楽、額盃楽、抜頭、
長麗子U

T

舞楽走舞 11 1971/10/30 a 抜頭、量語、覇陵王、納曽利、 宮内庁楽部
鵠欽語、還域楽、

1号麗楽 12 1972/2/26 a 八曲、絹曽科、地久、林歌 宮舟庁楽部

舞楽平舞 13 1972/10/31 E 高設楽、地久、安摩、二の舞、 宮内庁楽部
輪台、青海波

管絃壱鼓掻 14 1973/3/3 a 措撞、還誠楽、抜頭、輪鼓揮 宮内庁楽部
説、挑李花、海青楽、拾翠楽、
越殿楽、千秋楽

雅楽 15 1973/10/30 a， C 武溝徹「秋霊歌j・、承和楽、 現行 宮内庁楽部
散手、綾窃

管絃延只拍子 16 197412123 a 鳥破、高急、高裁楽、賠麓 宮内庁楽部

舞楽番舞 17 1974110129 a 春鷺曜、新鳥蘇 宮内庁楽部

管絃大曲蕪合香一真 18 197512/22 主 蘇合香、千秋楽 宮内庁楽部|

舞楽大誼と諦曲の再 19 1975/10/30 a， b 蘇合香ー異、河電浦 言内庁楽部|
盤

舞楽法会密教浄土 20 1976/9118 a， S 田富法要、法華八講 IJ¥jJ!詩接会、|
廷慧寺、法議l

音樟萌究所

管 絃 大出盤渉参軍 21 197712/25 b 盤渉参軍(序〉 現行
序長老k竹譜による再
輿初譲

管絃 22 1977110/31 a， c Stockhausen ILIGHTJ・、高 現行 珪楽紫絃会
設楽、還誠楽、春痘花
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!管絃唐楽大曲の復畠 23 1978/2/4 a， b 団乱旋、榛花苑、式簿、楽、鳥急 雅楽紫結会

舞楽法会安養楽土 24 1978/10/31 昌 s 春鷲霊湾、援鉾、通陵頻、鵠蝶、 東京楽所、l
獅子、狛犬、声明 延暦寺法儀

音律研克者、
若山j託雄社
中

管絃長秋竹譜に拠る 25 1979/2128 
!整渉参軍

b 盤接参軍〈破、急〉 東尽楽所

舞楽 26 1979/9128 a， C 武満撤「秋庭歌一真j・、蘭 現行 東示楽高
援玉、納首利、賀罷

管絃雅楽の密季 27 1980/2129 a， C 胡欽酒破、迦援頻急、烏急、 東尽楽所
ii管絃音犠」に拠る 蘭援玉、納曽利、費殿、吉川

和夫「擬輔音壱越語調子」、
海青楽、拾翠楽、胡飲酒蔵、
菅野由弘「援西北平調調子J、
結腫、越殿楽、蘇莫者

舞楽法会霊茶羅扶養 28 1980/10/30 a， c， 声明、一椀慧「生還楽j・、 現行 東尽楽所、
s 高秋楽、胡謹楽、還域楽、長 天ムロ白方て、

慶子、獅子・狛犬 真言宗

伶楽曹長良揮脱長秩 29 1981/2110 b 曹嬢揮脱 復克 東尽楽百号ほ
横笛譜より か

舞楽法会如是我闇 30 1981/10/30 a， b， 声明、石井真木「飛天楽j・、 復元 東京楽耳号、
!経供養 C， S 蘭援玉、階腫 天台宗、真

言宗ほか

西域の音ひちりき=31 198213/4 b， C 高養期、吉JlI和夫、菅野由弘 護元 東示楽高
筆集 「丹令」、敦埋楽譜

舞楽法会妙音犠軌 32 1982/10/30 b， c， 芝祐靖復元「翻子J1泊犬J護克 東示楽月号、
s 1，喜歌菖歳楽」、一柳慧「廻然 天台声明、

楽j・ f往還楽J 真言声明

t金口金属の音 33 1983/3/18 b， c 雪野由弘「五つの歴程j・、 復元 菅原淳、品
敦撞文書「頬盃楽」ほか 田みどり、

山口恭範ほ
カミ

i舞楽法会量織 34 1983/9/30 b， c， 盤渉参軍、獅子・白象、還域 多宏、麿、東
s 楽、声明、エロア「観想、の箱 儀兼彦、芝

の方へj・ 祐靖、天台
声明、真言
声明

笛患の表情 35 1984/2/14 a， C 古代笛むための祭記、陵玉吉L復冗 鈴木昭男、
序、春鷺噂、一樹慧「光凪j、 上杉紅童、
石井真木「飛天静動」、吉川| 芝祐靖、ほ
和夫?嵐の徴騒身j・ か

i舞楽天円地方 36 1984/9/28 a， b， 援鉾、森莫者、鳥歌高議楽、 復克 多忠麿、東
c 一柳慧「雲の岸、嵐の榎j・ 儀兼彦、芝

祐靖、東京
楽言号、他

舞楽法会 37 1985/10/30 a曹 C，議鉾、葡陵玉、絹曽利、声明、 東尽楽百号、
s 姻J11後夫 f東京一九八五J 天台声明、

真言声暁、
松山バレエ
園、他

i舞楽還域楽物語 38 1994/2125 a，朗 還域楽、抜頭、納曽利、覇陵 東京楽所、
善u三E 王 宝生関
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管絃大曲蘇合香ー 39 1994/11/11 a 蘇合香 東尽楽研
フヨて

雅楽と声明による平 40 1995/9/29 a， b， 宴許舞楽、講山護法菅野由 ほぼ現 東尽楽所、
安の宴と祈り s 弘「茜行光の道j・ 行 天台声明、

真言声明、
松山パレヱ
団、他

春驚語障を諒く 41 1996/4/9 主 c 春鷺構ー具、野平一部「内な 現行 伶楽舎、東
る旅j ・、-f9~慧「往還楽j 京楽所
〈改訂初演)

舞楽 42 1997f.ヰ/27 a 高議楽、抜頭、廷喜楽、安摩、 宮内庁楽器
二ノ舞

雅楽古代から現代へ 43 1997/9/27 b， c 獅子、清上楽、吉訟謹「鳥夢 ほほ現 芝祐培、多
古譜の復出と創作作 舞j・ イ7 忠輝、富田
o まゆみ、中訂口

村仁美、吉
村七重

菅悲 44 199817/11 a， C 武講識「秋庭歌」、春過、一 宮内庁楽器
星、五堂楽ー具

~と残楽音の遊び・ 45 1998/11113 畠 喜春楽草、平調越天楽、倍腫、 東京楽所
遊び、の吾 盤、渉調越天楽、蘇莫者破

舞楽 46 1999/6/26 a 援鉾、太平楽、長保楽 宮内庁楽部

雅楽古典と創作 47 1999/11113 a， C 蘇合香急、吉柱、蘇莫者破、 現行 伶楽舎
千秋楽、ジョン・ケージ「謹
安寺」、藤家渓子「天のよう
なま也、そして地のような天j• 雅楽千年そりころ都 48 2000/6/24 邑， b 甘州、走井、越天楽、霊山御 {令楽舎

に流行るもの 出、五常楽急、敦士皇琵琶譜の
苦楽

音絃大曲 f高秋楽一 49 2000111/17 a 菖秋楽 東示楽所
異j

舞楽 50 200115/19 a 張鉾、喜春楽、吉嘉蘇 宮内庁楽部

雅楽千年の音を聴く 51 2001/11116 a 高議楽、鶏議、芝祐靖「招社 十-立ìif~
羅紫苑j

日韓宮中音楽交流演 52 2002.5.7-9 邑 パネル、貴語、書斎天、上霊 宮内庁楽器L
奏会(レクチャ-. 出、越天楽(平調、黄鐘謂〉、 韓国国立国
デモンストレーシ吉 援玉、狛祥、書斎天、佳人勢 楽院ほか
ン〉 牡丹、洛欝春、水龍吟、保太

平、定大業、文覇祭礼楽、宴
礼楽、呈才、東遊

管絃平安量族が聴い 53 2002/11/8 a 安名尊、鳥薮、席盟、胡欽語 東尽楽研
た音 破(残楽〉、武諒楽、更衣、

高歳楽、 f恵是、越天楽 G喜楽〉、
鶏諒

i管絃「渡物」季節の 54 2002/11/君 畠 春過、一声(平調と盤渉調〉、 宮内庁楽部
音を諒く 寵陵玉、胡飲酒破、新羅襲王

急(一越謂と双調で〕

管絃月をかしきほど 55 2003/11115 邑， C 芝祐靖「巾雫論説J、酒拐子、 現行 伶楽舎
におんあそびはじま 費接王〈残楽〉、東野珠実
りて 「月香楽」・、菅野由弘「月

の泣相J・
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l雅楽四伝承の美を器、く 56 2004/11/13 主 震火、朝倉、春鷺輔、林歌 安倍季昌、|

芝祐靖、東
儀兼彦、豊
英秩ほか

l舞楽 57 2005/2/18 a 散手、貴徳、一鼓、新鞍輯 宮内庁楽部

|唱歌.声で、奏でる管誌 58 2005/6/4 a 唱歌 茂手木潔子、
豊英秋、東
儀兼彦、安
斎省吾ほか

冨愚歌舞 59 2005/11112 昌 大亘日歌、倭歌、諒歌、国歌、 宮内庁楽部
大歌、久米舞

管絃失われた伝承を 60 200617/8 b 太食調入語、荒序、啄木、二現行 伶楽舎
求めて 星、秋思楽、鳥歌菖歳楽
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表2 音楽公演より誰楽寝係公演抜幹
a=古典雅楽、 b=r復元j雅楽、 p現代雅楽、 p声明、 e=電子音楽、・iま冨立劇場委嘱初演

公漬タイトル 臣 年月 E 内容1 内容Z 楽器 演奏者

正倉院と雅楽の「管」 番 1975/6/19 a， b 長秋竹譜による蘇莫者 現行 芝祐靖ほか
麿の音楽の遺産 外

「楽」と?畠j第2回 番 1982/6/25 a， C 棋奉む音声、唱歌(小乱声、 現行 東示楽所ほ
音声声む伝統 外 太食語品玄、平調講子、鵠欽 カミ

語)、武溝徹「秋庭歌j

筆摸 (1楽j と「曲j 2 1983/4/27 b， C 烏養識「徴事国身J・、芝詫靖 復元 芝祐靖、鳥
第3回〉 f元歌J1番報崇J1曹娘撞脱」 (筆護 養潮、赤尾

ほか) 美千子ほか

怜楽吉代楽器の復元 3 1985/3/8 b， c 七絃楽器・嘉養識「縫合J・、 復克 芝祐靖ほか
と演奏長続音楽の新 渡辺嘉孝「菅掻J・、古代楽 (七誌
しい試み 器群・芝祐靖編曲「人長舞」 楽器ほ

か)

伶楽復元された吉代 4 1986/317 b， c 膏野由弘「樹霜J(撞笹、元 復元 芝祐靖ほか
楽器の漬奏霊史のな 或)・、総JII捜夫「パラパー (横菖、
い伝統 ンのためむ音楽J・「七絃ソ 元威、

ロのための音楽J・、一柳慧 ノイラノ苅二一

「時の{宇いJ(笠護)・、石井 ンほか〉
真木「纏瀞の響きJ(排輩、
五絃)・、敦士皇譜

舞楽 5 198619/30 a， C ジョン・ケージ IRENGA=連 東示楽所ほ
歌」、意和楽、仁和楽、還域 か
楽、貴徳

イ令楽古代楽器の護フじ 6 1987/3/13 b， c 串加見調子、玉樹後庭楽、 復克 福永千恵子、
と譲奏 f龍の誕生j、菅野昌弘「天球 (正室 山口恭範、

イ義 怜楽十三軌道j・ 院事ほ 宮司まゆみ
か) {吉

舞楽 7 1987/9129 a， c， 甘州、抜頭、喜春楽、藤利吉、 復元 多恵麿、東
s 一梯慧「麗を溶かして訪れる 〈正倉 イ義兼章、芝

影J・ 院筆lま 祐靖、天台
か) 声明、真言

声明抱

伶楽窪克された古代 8 1988/3/11 b， c 雷、の復元と演奏・ I奇矯譲治 復元 芝祐靖、沢
楽器の演奏 "いま" 「残総画J.、ー排慧「水の (慧ほ 井一恵、西
明Bを挑望して 聾」・、「敦t皇譜j より(芝 か) 謁昭子ほか

祐靖)、一概慧持L幌J、芝祐
靖「行道乱声J1迦楼羅j、J.
ケージ f龍安寺j

さまざまに重層する 9 1988.11.10-11 a， b， 盤捗参軍、高歳楽、甘州、林 復元 芝祐靖、伶
音楽シーン c 歌、賠瞳、菅野由弘「法勝寺 楽舎、新井

塔供養」・、一瞬慧「時の存 弘JI菌、山口
い」、石井真木「緩砂の響き」、 恭範、吉原
武満徹「四季j すみれほか

怜楽護フ乙された古代 10 1989/2/23 a， C 琴と悲の復元と潰奏・高橋盤 復克 芝祐靖、沢
楽器む漬奏 治 f残耕、曲J1夢天」・、ご (慧、 井一恵、西

宅榛名「神絃畠J・、一部慧 法隆寺 潟昭子ほか
「水の聾J1水の相対J・、白 琴iま約

柱、平語講子、品玄

音楽 11 198919/29 a， c， 一携慧「日月扉思一隻J・、 復フ己 芝祐靖、天
s 四管法会、打球楽、約曽和 台声明ほか
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j代表曲をいろいろな 12 1990/2/28 a， b 培撞、菖歳楽、越天楽、鎮盃 復冗 多忠麿、東
譲奏のかたちで 楽、酉江月、慢曲子、心事子、 京楽所、芝

伊介入急由子 祐靖ほか

一つの音楽シーン 13 1990.11.l5-16Ia 双調調子、春昼楽、都花苑、 現行、 芝詰靖ほか
明治諜定譜と伶楽 国歪楽、鳥破、急、平調露子、 復元

五常楽破、急、万歳楽、林歌、 〈弥生
越天楽、小杉武久「モジュー コト、
ノレ」・、細JI[後夫「鳥たちへ 使尾正
の断章nJ、一樹慧「フ。ラーナj、倉院和
ジョン・ケージ「龍安寺j 琴、筆

r イ世〉

f云統音楽はいま 14 1991/2/28 b， c 鳥養潮「サウ・マウ・ディ j 護克 芝格靖、西
.、海童道「爽記・総心月・ 潟昭子、海

t 心月j、f長老k竹譜jより 童道道祖ほ
カ主

舞楽法会管絃音{義 15 199119/27 a， C事 石井真木「異説・浦島太部j 2重克 芝祐靖、宮
s -、舞楽蔓茶羅供、春鷲噂魂 国まゆみ、

語、古鳥蘇、長憂子 金闘峯寺、
東京楽所

舞楽法会観想の山越 16 1992/9/30 a， s， 菩龍、迦綾類、一十二相、現 現行、 片岡義道、
南弥陀 e 代音楽(高橋態治「菩謹管絃 電子楽 伶楽舎、霊

電脳立J・〉 器 友会、高橋
悠治ほか

持楽復元した古代楽 17 1993/1114 c 局請怒治「敦火山J・、ニ宅 復元 芝祐培ほか
!器の・演奏怠る中園出 榛名「神絃曲J、細川後夫 〔曽侯
土と正倉院の楽器 f七絃ソロのための苦楽」、石 乙墓出

井真木「鎮静の響きnJr飛天 土五絃
静動j、菅野由弘「元威独奏 琴iまカ))
のための「樹霜IIJJ}レー・ハ
リソン「酉つの誹篇と打ち物
のための組畠J ・、一柳慧
「プラーナ」

1新羅琴む擾フじと古代 18 1994/7/8 b， c 鳥養潮「排篇・筆護・麗筆の 護元 芝祐培ほか
ための韓記J、高橋悠治仁罵 〈新羅
のあそび]、石井真木「命楽 琴、唐
のための膏年1200J、一柳慧 事ほ料
「水の相対j、菅野由弘「復元
された新羅琴のために「星の

林JJ・

吉譜の復告と古代楽 19 1999/7/5 b， c 敦士皇霊琶譜より「品弄Jr額 護克 伶楽舎、沢
器の漬奏 盃楽j、中JI[俊郎「疑義l神託 〈琴、 井一恵ほか

工 録j・、高矯怒治「吉詳経j 蟻尾琴• ほか)

敦迫文書と雅楽・古 21 1999/7/5 b， c 一柳慧 rThe島w・ay畠ム寺嶋経2夏元 伶楽舎
代楽器の演奏 也「大睦・半 j・、敦

1皇琵奮譜より「水鼓子Jr長
沙女引Jr侠名曲Jr謝金砂J
「営富Jr伊弁IJ
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表3 音曲公譲、声明公演よむ雅楽関係公演抜粋
a=古典雅楽， c=現代雅楽， 5=声明..は冨立劇場委嘱初演

公演タイトル 圏 年月 E 内容1 内容Z 楽器 漬嚢者

唱歌 音31985/617 a， C 盤法語調子、援玉吉L淳、武講 現行 多宏、麿、芝
撤「秋捷歌Jより塩梅、菅野 祐靖、東犠
昌弘「天球iこ遠い星をj・ 兼彦ほか

患の位栢声と管楽器 音51987/4/24 C， S 如来員長、云可唄、細川後夫 現行、 新井弘頼、
「観想の種子j 復元 天納得中、

芝祐靖ほか

声明と"声" 音61988/4/28 C， S 阿弥陀悔過，藤枝守「天国の 復克 天納得中，
夏一西鵠順三部の詩による」 芝祐靖ほか• ヤマトゴト f屡琴j 音71989/4/28 a， C 吉川和夫「旅人かえらずJ・ 復元 芝祐靖、東

と「和琴」 (正倉読復元棲琴)、御神楽 (正倉 議兼章、鶴
〈宮入、其駒) 院倭琴 関八醤宮

ほか)

ヤマトゴト II擾元・ 音S1990/4/27 a， C 品橋盤治「ありのすさびのア 復克 芝祐靖、東
弥生のコト リス」・、和琴 f弾合Jr片 (弥生 議兼章

掻Jr菅掻j コトほ
か)

催馬楽・額詠・東遊 音9199114/26 a 安名尊、蓑山、更衣、伊勢海、 現行 宮内庁楽部
嘉展、暁梁王、春過、東遊ー
具

極楽声歌 JI罷次往生講 三B主二 1993/4128 a， S JI匿次生生講式 環行 片同義道，
式 11 真言宗豊山

派ほか

神楽歌 三B主三 1995/4/8 a 御神楽 現行 富肖庁楽部
13 

声の伶楽のための壌 声 1986/11/13 C， S 真言声暁「理趣ニ昧J、天台 復元 高田みどり
歌:西脇JI国一郎の詩 21 声明子法華一味」、近藤壌 他
に拠る 「声の伶楽のための壌歌」・

舞楽法会密神棺応 七戸三ヒコ主 1988/9/30 C， S 二十一栢、石井真木「桃太郎 現行 東尽楽所、
23 征妖摩」・ 天台声明音

害研究会

声明 伝承 復曲と τFまEzz 1989/11116 C， S 重授戒濯車、短声跨祢詑経、 復元 真言声明、
創作 24 西村蔀 f声と伶楽むためむア 天台声明、

ワの歌」・、近藤壌「声と待 中村仁美ほ
楽のための壌歌J ゑ〉

「音J=音岳公漬， r声J=声明公演。数字は因。
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表4 復元業器とそれを用いた藁奏会〈国立劇場1988:一覧表、将%、 1明日

年 復元楽器 公漬/臣 内容

1975 排篇、尺八、構笛〈正倉院〉

1981 醸鼓、方響〈正倉院)、編磐(古文献か 雅楽29 く曹娘揮睦〉撞筈、大筆集、尺八、|
ら)、褐製尺八、横笛、筆集(籍根神社 議鼓、排篇、学、編整、編鐘、方
磁篇に準挺) 響ほか

1982 ノてラパーン、メイ(民族音楽の楽器をも 雅楽31 鳥養溝、吉川和夫、菅野由弘司|
とに製作) 令」、敦連楽譜、メイ、パラパー

ンほiJ>

1983 筆襲、編鐘〈日光東照宮〉、馨、沙波利 吾楽2(，楽」 鳥養濃く犠縮身〉筆穫，排篇ほか
(仏教楽器をもとに創作〉 と「曲J3) 

1984 四絃琵吾、五絃琵章、玩戚(正倉院〉

1985 七絃楽器〈正倉院) 苦楽3 七絃楽器:鳥養瀬く薩合〉、渡逗
麗孝〈菅掻〉、西絃琵琶、五絃琵
章、既成ほか

1987 事(正倉韓) 苦楽6 等:芝祐靖復克く由加見調子〉
く玉場後庭花〉ほか

1988 意〈中毘馬玉堆墓出土) 音楽8 翠高橋悠治く残耕、畠〉、一樹慧
く71くの聾〉ほか

1989 琴ぐ法睦寺事長続宝暢)、接琴〔正倉院〉 音楽10 琴、意:品橋悠治く夢天〉、ニ宅
榛名く神絃血〉ほか

1989 音曲7 倭琴:吉川和夫く旅人かえらず〉
ほか

1990 ヤマトゴト(鴎尾琴)(彊原市出土〉 音曲8 ヤマトゴト:品橋悠治くありのす
さびむアリス〉ほか

1993 五絃琴〈中雷、曽畏乙墓出土)、コト 音楽17 五絃琴、七絃琴、七絃楽器、五絃

l琵山琶〉、元威ほか、高橋悠治〈散火

1994 新羅琴〈正倉撰) 苦楽18 新羅琴:菅野由弘く復克された新
羅琴むために「星の林J> 

雅楽=雑楽公演、音楽=音楽公演、音曲=音岳公譲
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j主

l 西洋音楽導入む過程については、塚原1993、中村1993などを参照。

2 明治9=1876年と明治21=1888年iこ今Eの宮内庁楽部む前身機関によって撰定され

た楽譜群の総称。実捺には楽器、ジャンノレ別に分かれている。現在、宮内庁楽部が

漬奏する標準的なレパートヲーを収録する。

3 問えば、明治12(1879)年に設立された音楽取調掛は、西洋音楽の受容とともに、

日本音楽の研究が重要な業務であった。日本吾楽の音律や楽式に関する研究の結果

は報告書『苦楽取謂成績申報書J(1884) にまとめちれ、さらにその英語版 R々port

on the result 01 the investigation concerning music (1885) も作成された。また、再

じく音楽取調掛が筆む音楽を教育用に編集した『筆極集』も、五隷譜にローマ字表

記む歌詞付きで、歌米諸国に紹介することを最初から想定した作りとなっている。

実際にこれらの資料は、万博などに出品された(寺内2005a、2006)。

4 実父は旧堂上貴族の西辻公賀、四天王寺系楽人の東議季j壊の養子となる。

5 近衛篤麿の三男。長兄に総理大臣を勤めた近衛文雷、次兄に音楽家の秀震がいる。

6 大正15(1926)年に大原重明著『歌会の作法Jという本が発行されたく私家寂〉。

7 暁治天皇大喪と大正天皇即位、大正天皇大喪と昭和天皇即位の議礼は、各種新聞

や吾楽関係の雑誌にかなり詳しい内容が紹介されている。

8 本名・東議季治。天王寺系の東犠季芳の子。はじめ宮内省の楽人として勤仕した

が、 1897年退宮。新車H俳優として活躍。唱歌、校歌、観音楽く常寵〉などの作曲を

行った他、膨大な数の論文を執筆している。詳しく誌寺内2005bを参照。

9 前述の『音楽訳語成績申報書』の楽譜や F筆曲集』など。

10 例えば、実際に詰F-E、C-Bとして演奏される吾程が、近衛や芝の五線譜で辻、平

安時代の音階理論iこ「復元j して、 F#-E、C#-Bで表記されている O また、芝の五線

譜では、只拍子曲における事のパターン f早掻j を、現在の実擦のリズムと異なる

f復元した」リズムで表記している。詳しくは、寺内1999参類。

11 前掲、『五線譜による雅楽総譜Jシ 1)ーズを著わした芝祐泰の三男。龍笛奏者。

はじめ宮内庁楽部に勤仕したが、 1984年宮内庁退官。後述するように、フワーの漬

奏家として、古典、現代由の演奏、廃絶曲の復元、作岳、論文執筆など幅広く活動
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するむまた芝の大きな功鐘として、若手雅楽家の育成が品る。現在、芸寵臣会員。

12 明治のはじめ、東京台東区下谷の小野照崎神社宮司・小野亮道が創姶。講師辻宮

内庁楽師。

13 前握、近寄亘蜜とともに活動した持田良久が創設。講師はやはり宮内庁楽師を中

心とする。

14 一時、東京塞箭大学出身のスティーヴン・ネルソン、遠藤徹らが、若手雅楽演奏

家と「復元j雅楽の演奏会を企画したが、長く続かなかった0

15 1966年の菌立劇場関場時から1996年まで同劇場に勤務。

16 たとえば、高調Mixolydian、角調 Aeolian、羽謂Dorianなど。

17 新嘗会の折に、高位の貴族が楽しんだ酒宴におせる歌、舞の鑑しむ今様、雑嚢な

ど多様な内容を含んでいた。

18 ただし、いくつかは、「雅楽公演jの舞楽法会と同じく、「復元j楽器を用いた新

作雅楽を声明とともに用いている(表3参照)。

19 漬奏会のプログラムには、楽器製作者の「復元j過程の苦労話も掲載されている。

20 その後も2003年(東野珠実、苦野由弘)まで委嘱作品は見られるが、使用楽器は

現行の雅楽器。

21 黛はそれ以前にも、 く舞楽> (1962)のような雅楽にモティーフを得た作品を作っ

ているが、西洋楽器むための菌である。

22 1979年、雅楽公漬第26回(演奏:東京楽所)、 1998年、雅楽公漬第44@]ぐ演奏:

宮内庁楽部〉。

23 伶楽舎がサントワーホールやニューヨークでの公演で演奏している。また、伶楽

舎の録音によるく秋庭歌ー具〉むCDが、 2002年度の文化庁芸街祭、議音部門の大

童を受賞した (SonyRecords Internationa12002: SICC85)司

24 たとえば、武満識のく秋庭歌> (1973初演〉はく秋庭歌一真> (1979)として、

Z三井真木〈飛天楽> (1981初漬〉はく飛天静動> (く飛天楽〉の一部を小規模合奏

用に再編したもの、 1984)として再演されている O

25 細川俊夫、野平一郎、吉松握、三宅榛名、海童道、中間俊郎、寺嶋監也、藤家渓

子、東野珠実など。
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26 実際、音楽公演第22、24、26、27、諸国(1998・2002)は、「国立劇場作臨コンクー

ノレ 日本音楽のための創作公誼Jとして、若手作曲家から作品を募集し、演奏する

金彊となった。

27 雅楽、音楽、音畠公譲以外の公漬の委嘱作品も広く含んでいる。

28 く太食謁入語〉遠藤徹復曲， <荒序〉芝祐靖復由，く啄木〉中村かほる復畠，く二塁〉

近藤静乃復曲，く秋風楽>(伶楽舎復畠)， <鳥歌高議楽〉芝祐靖復曲・補蕗〈第60田

雅楽公譲パンフレットより)。
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